
首都圏の論文問題の傾向と演習

白亜の会副会長 齊藤



教育課題とは

①学力向上（授業改善）
②児童・生徒の健全育成（いじめ、不登校、自殺、特別支援教育など）

論文問題は教育課題を踏まえた文科省および各自治体の
教育目標および教育施策に関連して出題される

多くの自治体で
出題



受験する自治体の教育ビジョンや教師像を把握する

準備しよう



１ 教師側に立った論文問題（教師像）

２ 児童・生徒側に立った論文問題（児童・生徒の育成）

どちらかが出題される

首都圏の近年の論文問題の傾向



【東京都の教育に求められる教師像】

１ 教育に対する熱意と使命感を持つ教師
・子供に対する深い愛情
・教育者としての責任感と誇り
・高い倫理観と多様性に配慮した人権意識

2 豊かな人間性と思いやりのある教師 （令和６年論文）
・温かい心、柔軟な発想や思考、創造性
・幅広いコミュニケーション能力

3 子供のよさや可能性を引き出し伸ばすことができる教師 （令和５年論文）
・常に学び続ける意欲
・一人一人のよさや可能性を見抜く力
・教科等に関する高い指導力

4 組織人として積極的に協働し互いに高め合う教師
・経営参画への意欲、協働性
・高い志とチャレンジ精神
・自他の安全を守る危機管理力







個別最適な学びと協働的な学びの背景（東京都教育施策大綱 令和3年3月）

誰一人取り残さず、すべての子供が将来
への希望を持って、自ら伸び、育つ教育

東京の目指す教育

2015年の国連総会で、「誰一人取り残さない」を理念に、国
際社会が2030年までに貧困を撲滅し、持続可能な社会を実現
するための重要な指針として、１７の持続可能な開発目標（ゴー
ル）と１６９のターゲットが設定されました。SDGｓをキーワードに
、多様なネットワークと協働しながら、一人でも多くの人々が幸せ
を感じることができる社会を目指します。

Sustainable Development Goals（SDGｓ）



【神奈川県教師像】

人格的資質・情熱教職員としての人格的資質・教職への情熱
○ 豊かな人間性と社会性、高い対人関係能力とコミュニケーション能力をもっている 

○ 子どもへの教育的愛情と責任感、教職に対する使命感と誇りをもっている
○ 高い倫理観をもち、公平・公正に行動できる
○ 変化に対応し、学び続ける向上心をもっている

 課題解決力子どもや社会の変化による課題の把握と解決
 ○ 子どもをよく理解し、多様な教育的ニーズに対して適切に対処・指導できる（令和６年度論文）
 ○ 得意分野をもち、個性豊かで、連携・協力しながら指導できる
 ○ 豊かな創造力をもち、新たな課題へ積極的に挑戦する意欲や実行力をもっている
 ○ 教職員全体と協力し、学校全体を意識しながら組織的に取り組むことができる
 ○ 保護者、地域の人々と協力して取り組むことができる

 授業力子どもが自ら取り組む、わかりやすい授業の実践
○ 子どものやる気を引き出し、意欲を高めることができる
○ わかりやすい授業の実践ができる
○ 高い集団指導の力をもち、望ましい学級づくりができる 

○ 授業研究を生かした校内研修に進んで取り組むことができる

かながわ教育ビジョン



【横浜市教師像】

• 教育への使命感や情熱をもち、学び続ける教師

• 「チーム学校」の一員として、ともに教育を創造する教師

• 子どもによりそい、豊かな成長を支える教師

横浜教育ビジョン２０３０



【埼玉県教師像】

○健康で、明るく、人間性豊かな教師（令和４年論文）

 ○教育に対する情熱と使命感をもつ教師

 ○幅広い教養と専門的な知識・技能を備えた教師（令和６年度論文）

埼玉県教育振興基本計画



【相模原市教師像】

• 人間性豊かな教師:子どもと共に感動を分かち合い、情熱を持って夢を語れる教師

• 信頼される教師:子どもの願いや悩みに真剣に向き合い、家庭・地域・仲間と共に、そ
の実現・解決に努める教師

• 指導力向上に努める教師:子ども一人ひとりが「もっと学びたい」「もっと知りたい」と感
じる授業を目指し、その実現のため自己研鑽に努める教師

第二次相模原市教育振興計画



【栃木県教師像】

◆人間性豊かで信頼される教師
教師には、子どもたちの人格形成に関わる一人の人間として、豊かな人間性や社会性、 常識と教養、礼儀、コ
ミュニケーション能力などの資質が求められる。 子どもたちが自分自身の目標に向かい、自己実現と社会的自
立ができるよう、保護者や地域と連携し、教師自身が学び続ける姿勢を示すことが信頼につながる。

◆幅広い視野と確かな指導力をもった教師
幅広い視野と確かな指導力をもった教師 教師には、研究と修養に努めながら幅広い視野と教養、そして、確か
な指導力を身に付 けることが求められる。 これからの社会を生きる子どもたちには、生きる力を支える確かな
学力、豊かな心、健やかな体の調和のとれた育成が求められる。（令和３年度論文）

◆教育的愛情と使命感をもった教師
教育的愛情と使命感をもった教師 教師には、自分の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任感
をもつこと が求められる。 教職に対する誇りや、子どもたち一人一人の個性や能力を伸ばそうとする深い愛情
は、様々な教育課題を乗り越える力となり、それが子どもの成長とともに教師自身の成長にもつながる。

栃木県教育振興基本計画２０２５



【千葉県教師像】

• 人間性豊かで、教育愛と使命感に満ちた教員

• 高い倫理観をもち、心身ともに健康で、明朗、快活な教員

• 幅広い教養と学習指導の専門性を身に付けた教員 （令和２年度）

• 幼児児童生徒の成長と発達を理解し、悩みや思いを受け止め、支
援できる教員

• 組織の一員としての責任感と協調性をもち、互いに高め合う教員

千葉県の教育
教育立県ちば
千葉県・千葉市教員等育成指針
教員の５つの柱 等



【川崎市教師像】

子どもの話にきちんと耳を傾けることができる。 （令和５年度）
子どもと一緒に考え行動できる。
こどもに適切なアドバイスを与えることができる。
教材研究がきちんとできる。



過去の論文問題のキーワード（東京、神奈川、横浜、川崎、埼玉、千葉など）と問題のとらえ方

真の学力、個に応じた指導、協働、ICTの活用、主体的・対話的で深い学び、実践的指導力、見方・考え方、探
求する力、教師と児童・児童相互の信頼関係、学習意欲、自主的・自発的な学習・活動、言語活動、情報活用
能力、人権意識、一人一人を大切にする教育、多様性、魅力ある学校、豊かな教育環境、子供の可能性、社会
全体での子供の育成、健康で明るく人間性豊かな教師、未来を創るこどもたち、未来を育てるわたしたち、い
じめのメカニズム、オンライン授業、子どもの話に耳を傾ける教師、一人一人の良い点や可能性を伸ばす、自
己肯定感、自尊感情、幅広い教養・専門的な知識・技能を備えた教師、変化に柔軟かつ創造的に対応できる力

〇学力向上 〇心豊かに、たくましく生き抜いていく基礎を培う、の視点に立つ

1 知識・技能
2 思考力、判断力、表現力
3 課題発見・問題解決能力
4 学ぶ意欲、学び方

心豊かにたくましく生きてい
く基礎

確かな学力
真の学力

実践的指導力

主体的・対話的で深い学び 個別最適な学び 協働学習 ICTの活用
総合的な学習（探求）の時間 各教科 道徳 特別活動等

地域・関係機関等学校を超えた連携

背景： 学力向上 いじめ、不登校、自殺 特別支援教育等

学習指導（授
業改善）で論
述できるテー
マが多い



学力とは何か（文科省）

1 知識・技能

2 思考力、判断力、表現力

3 課題発見・問題解決能力

4 学ぶ意欲、学び方

情報活用能力 ⇒ 課題発見・問題解決能力を支える基盤（文科省）

言語能力 ⇒ 学力を支える重要な要素（文科省）

心豊かにたくましく
生きていく基盤
「生きる力」

確かな学力
真の学力

実践的指導力



下記の教師像を踏まえ、黄色の内容の問題の背景や現状、および具
体策について自分の考えを述べよ。

●人間性豊かで信頼される教師

〔豊かな心の育成〕

●教科の専門性等、確かな指導力をもつ教師

〔確かな学力の向上〕

個人ワーク ：１０分
グループワーク ：１０分
発表（グループごと）



１ 豊かな心の育成について

２ 確かな学力の保障について

問題の背景、現状等のとらえ方

改善にむけた具体策

問題の背景、現状等のとらえ方

改善にむけた具体策



愛され、ほめられ、人の役に立ち、必要とされること

子供を幸せにすること

南千住検定 レスキュー部

自己肯定感



学校の役割とは児童を幸せにすることである。幸せとは児童一人一人が思いやりの心（問題文のキーワード）
をもち、生きる力への成長が実感できることである。いじめ、不登校の増加は学校に突き付けられた喫緊の課題
であり、思いやりを育む教育はその解決に向けた重要な取り組みであると考える。
私はこうした現状を踏まえ、小学校教師として思いやりの心を育み、誰一人取り残さない教育を実現していく。

以下具体策を述べる。

序論を書いてみよう

次の問題について〔１〕と〔２〕を合計して３０行（１、０５０字）以内で論述しなさい。ただし、２６行（９１０字）を
超えること。
各学校では、児童・生徒に他者への共感や思いやりの心を育てる教育を目指しています。
（１）児童・生徒の思いやりの心を育てることについてあなたの考えを述べなさい。
（２）（１）の考えを踏まえ、あなたは教師としてどのように取り組んでいくか、志望する校種と教科等に即して述べなさい。

問題文 東京都２０２４

学校の役割とは生徒を幸せにすることである。幸せとは生徒一人一人が思いやりの心をもち、生きる力への成長
が実感できることである。いじめ問題が後を絶たず、不登校生徒は増加の一途をたどっている。生徒一人一人が
幸せを実感し、過ごしやすく安心できる環境をつくることは学校の使命であると考える。
私はこの信念のもと、中学校英語科教師として、思いやりの心を育み、誰一人取り残さない教育を実現していく。

以下具体策を述べる。

例１

例２



序論を書いてみよう

問題１
各学校では、児童・生徒の豊かな心を育む教育を目指しています。
（１）児童・生徒の心の豊かさを育むことについてあなたの考えを述
べなさい。
（２）（１）の考えを踏まえ、あなたは教師としてどのように取り組
んでいくか、志望する校種と教科等に即して述べなさい。

問題２
各学校では、児童・生徒に確かな学力を保障する教育が求められて
います。
（１）児童・生徒に確かな学力を保障することについてあなたの考え
を述べなさい。
（２）（１）の考えを踏まえ、あなたは教師としてどのように取り組
んでいくか、志望する校種と教科等に即して述べなさい。



論文の書き方

序論（２０％） ： 論文題の受け止めと課題解決への方向性

本論（７０％） ： 課題解決策２つ（東京都）、１つ（神奈川県など）

結論（１０％） ： 課題解決・教師となる決意



児童・生徒一人一人に他者への共感と思いやりの心を育む教育2024小論文

学校の役割は子どもを幸せにすることである。幸せとは「差別がなく、一人一人が助け合って他者と共生すること
である」 しかし差別は世界的な問題であるのが現状である。人種、国籍、障害、性などにとらわれず、誰もが共感や
思いやりをもって共生していく社会の実現が大切であると考える。
私は高校保健体育の教員として「児童、生徒一人一人に他者への共感と思いやりの心を育む教育」について以下２

つの方策に取り組む。
１つ目は、障害に関する差別を無くすための体験学習を行う。保健体育の授業で車椅子バスケットボールを実施す

る。実際にパラスポーツ選手を呼び、車椅子バスケットボールと通常のバスケットボールの違いやパラスポーツなら
ではのルールについて学ばせる。また、実際に車椅子に乗って競技をし、試合などを通して選手と触れ合い、生徒に
興味、理解を持たせる。次週の保健体育の授業で実際に体験して思ったことや考えたこと、障害についての意識の変
化などについてワークシートに記入し、グループで共有する。これにより、体験を通して、他生徒の障害についての
考えなども知ることができ、障害についての理解が深まると共に障害に対する意識が変わると考える。
２つ目は、学級活動を通して、共生社会の実現を目指す「バリアフリーマップ」の作成をする。この活動では実際

に町の地図をもって課外活動を行い、電車やバスなどの公共交通機関、道路や建物などから危険な場所、安全な場所
を見つける。危険性がある場所には赤、安全性がある場所には青などの色分けをし、他生徒にも分かりやすい自分だ
けのバリアフリーマップを作成させる。また、どうしたら誰もが使いやすいものになるのかを考えさせ、１人１つ以
上「新しいバリアフリーアイテム」と称してアイデアを考えさせる。これらは次週の学級活動にて、クラスの班で意
見共有し、大きな紙に班全員のバリアフリーマップを記入し全体で発表する。この活動では、生徒が年齢や障害に左
右されない共生社会について理解を深めることができると共に新しいアイデアや意見を通して、他者を思いやる心の
育成にも繋がると考える。
誰もが幸せを享受できる共生社会の実現には周囲に目を配る共感や思いやりは不可欠である。私は常に「助け合

い」を重視した教育実践を行う。粘り強い実践を通して、生徒と共に向上心を持って成長していく覚悟である。
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